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１．設計ＶＥの導入 秋田県における設計ＶＥへの取り組みは、公共事業分野のコスト縮

減を図るとともに、職員の技術力の向上と継承を目的に、「設計ＶＥの推進に関するガイド

ライン」を策定した平成１７年８月から始まった。平成１８年から平成２０年の３カ年を

設計ＶＥの導入期と位置づけ、年２回約５０名を対象としたＶＥ基礎研修とＶＥの専門家

をアドバイザーとして招いての実践形式によるワークショップを開催し、ＶＥのノウハウ

習得に努めており、定着期となる平成２１年からはインハウス（職員のみ）だけでも実践

していけることを目標としている。平成１８、１９年度は、組織横断的なメンバー編成（部

レベル：最上位レベル）による設計ＶＥをそれぞれ６件実施している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．農林分野での試行 そんな中、平成１８年度には農林分野で初めてとなる設計ＶＥを

公害防除特別土地改良事業で試行し、必要作土厚（１５ｃｍ）以下には近傍土取場を活用

し、２層仕上げとすることや区画を拡大（２枚→１枚）することで畦畔ブロックの設置延

長を削減するなど、ＶＥ提案は目標としていた１０％を大きく上回る１８％ものコスト縮

減内容となっている。ワークショップを始めるまでは、どんな代替案を出せるのか、本当

にコスト縮減が出来るのかなど、多くの不安を抱えての試行であったが、この提案で、農

林分野でも設計ＶＥにより効果が出せることが実証された。  
○設計ＶＥの成果  
 事業費 １８．２５億円         ＶＥ提案事業費 １５．０５億円  

・ 節約金額（縮減額）         ３２０，１００千円（縮減率１８％）  
・ ＶＥ投資金額 ８人×３５時間×３千円／時間＝８４０千円  
・ ＶＥ活動の投資倍率３２０，１００／８４０＝約３８０倍  
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３．ＶＥ実践の拡大 平成１８年度の試行によりＶＥの効果が確認された農林分野におい

て、平成１９年度は４件の事業で設計ＶＥを実践している。１件目は大仙市強首地区の経

営体育成基盤整備事業（ほ場整備事業・予備設計）で、ＶＥの５原則の一つである「使用

者優先」の理念からワークショップメンバーに地権者・使用者である土地改良区の理事長

と地元行政関係者に加わって頂き、使用者の生の声を各ステップの作業に反映させた点が

大きな特徴である。２件目は三種町下岩川地区の地域防災対策事業（治山事業・全体設計）

で、林務関係では初めての実践であったが、提案内容はダムの構造を変更することにより

基数を減らす内容となっている。このＶＥの内容をもとに林務関係者に研修を行うなど、

ＶＥへの理解が更に深められている。３件目は三種町外ノ沢地区の地域用水環境整備事業

（ため池補修＋ふれあい環境整備）で、コスト縮減だけでなく水環境を整備し、付加価値

を向上させることも目的として、目標を価値改善率１２０％として実施している。４件目

は大仙市皆別当地区の経営体育成基盤整備事業（ほ場整備事業・予備設計）で、この案件

も強首地区同様に地元代表者と地元行政関係者の参加を得て、事業の目的を明確にするた

めの機能系統図の作成に貴重な意見を頂いている。  

     
  （大仙市皆別当：現地調査）         （三種町外ノ沢ワークショップ）  

４．ＶＥ提案と価値向上 それぞれのＶＥ提案では強首地区は基盤材厚の変更、暗渠排水

工の浅埋設で１６％、下岩川地区はダム工の配置計画の見直しで１３％、外ノ沢地区は洪

水吐平面計画の変更による切土量の削減と仮設道路の変更で２１％、皆別当地区は揚水機

の統合と永久畑の暗渠排水取りやめで１０％のコスト縮減が提案された。また、外ノ沢地

区の価値改善率は１４１％と目標を大きく上回るなど、どの事業もこれまでの横並び思考

から脱却し、その地域固有の条件に配慮した機能（目的）本位のＶＥ提案となっている。 
５．ＶＥの成果と今後 農林分野の事業は受益者や地元からの負担金を伴うものが多くあ

り、事業費の縮減は直接的に個人負担の軽減に繋がっており、使用者（受益者・地元）へ

の事業説明などでは大変有効な手法となっている。しかし、コスト縮減だけに捉われてし

まうと、価値は向上しているものの機能も低下させてしまうケースがあることから、この

点には注意が必要である。ＶＥの価値（Ｖ）を示す式は次のとおりであるが、価値向上の

形態には分子である機能（Ｆ）を下げる考え方は定義されていない。  
（式） 価値（Value）＝機能（Function）／コスト（Cost）  

 今後は、これらのＶＥ成果とその提案を実際にどのように反映させることが出来たのか

について、あらゆる機会で公表し、ＶＥへの理解を頂くことが重要であると考えている。

そうすることで、さらに多くの事業や現場でＶＥが有効に活用され、価値向上が図られた

事業が行われるものと確信している。  


